
浜
出
祭

～
い
に
し
え
の
時
を
越
え
て
～

問浜出祭実行委員会
　（☎083-788-0146）
　（☎090-4654-9184）

平成30年４月１日（日）開催
　豊北町田耕～滝部堀切～土井ヶ浜
　　※少雨決行、荒天時は神玉小学校にて神事のみ開催

「浜出（殿）祭」は「ハマイデ」、「ハマドノ」とも呼ばれる、７年に一度行われる豊北町最大の
民俗祭礼行事です。山口県指定無形民俗文化財に指定（昭和51年11月24日）されました。
本行事は地元の方により大切に引き継がれ、今年４月１日（日）に、華々しく開催を迎えます。

「
浜
出
祭
」の
由
来

　
浜
出
祭
は
、
蒙
古
襲
来
に
よ
る
外
敵
降
伏
の

た
め
と
か
、
こ
の
地
で
戦
死
し
た
蒙
古
兵
の
霊

が
怨
霊
と
な
り
、
疫
病
を
な
し
た
の
で
、
そ
の

霊
を
鎮
魂
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
と
か
、
さ
ま

ざ
ま
な
由
来
伝
承
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
は

っ
き
り
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
ま
た
、
山
口
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
へ
の

指
定
当
時
の
意
見
書
で
は
、
山
側
の
田
耕
地
区

に
あ
る
厳
島
神
社（
田
耕
神
社
に
合ご

う

祀し

）の
祭
神

イ
チ
キ
シ
マ
ヒ
メ（
市
杵
島
姫
）と
い
う
女
神
と

海
側
の
神
玉
地
区
に
あ
る
蛭え

び
す子
社（
神
功
皇
后
神

社
に
合
祀
）の
祭
神
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ（
事
代
主
命
）

と
い
う
男
神
の
出
合
祭
で
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産

を
異
に
し
た
山
と
浜
の
陰
陽
和
合
に
よ
る
式
年

の
祭
禮
行
事
に
よ
っ
て
、
村
内
の
繁
栄
と
秩
序

を
乞
い
願
わ
ん
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」と
説

明
さ
れ
て
い
ま
す
。
祭
り
の
構
造
と
し
て
は
、

山
側
と
海
側
の
人
々
が
出
合
う
こ
と
に
よ
っ
て

地
域
の
繁
栄
や
五
穀
豊ほ

う
じ
ょ
う穣
を
願
う
意
味
合
い
が

強
く
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
多
様
な
儀
礼
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
由
来
も
定
か
で
な
く
学
術
的
に

も
謎
が
多
い
祭
り
で
も
あ
り
ま
す
。

　
山
側
の
田
耕
神
社
の
花は

な

神み

子こ（
女
神
様
を
象
徴
）

が
、
海
側
の
神
玉
地
区
の
神
功
皇
后
社
の
花
神

子（
男
神
様
を
象
徴
）と
峠（
滝
部
堀
切
）の
合
流

地
点
で
出
合
い
、
共
に
祭
場
の
あ
る
土
井
ヶ
浜

を
目
指
し
ま
す
。

　
「
浜
出
祭
」は
、
総
勢
約
400
人
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
御
神
幸
行
列
と
土
井
ヶ
浜
の
祭
場
で
行

わ
れ
る
座
の
行
事
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
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受
け
継
が
れ
る
し
き
た
り

　
祭
り
開
催
の
お
よ
そ
１
年
前
か
ら
各
地
区
で

準
備
が
始
ま
り
ま
す
。
花
神
子
や
山
伏
な
ど
の

祭
り
の
配
役
を
決
め
、
衣
装
や
道
具
の
確
認
、

「
口
上
儀
礼
」や「
鰤ぶ

り

切
り
」な
ど
の
神
事
や
座
の

行
事
で
行
わ
れ
る
儀
式
の
練
習
な
ど
で
慌
た
だ

し
く
な
り
ま
す
。
祭
り
の
資
金
調
達
や
、
配
役

の
人
選
な
ど
、
各
自
治
会
を
中
心
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
役
に
よ
っ
て
は
、
代
々
そ
の「
家（
土

地
）付
き
」と
言
わ
れ
る
役
柄
も
あ
り
ま
す
が
、

現
在
は
住
民
が
減
り
、
担
い
手
が
少
な
い
の
が

実
状
で
す
。

　
そ
れ
で
も
、
現
代
ま
で
浜
出
祭
が
続
い
て
い

る
の
は
、
地
元
住
民
に
よ
る
努
力
に
他
な
り
ま

せ
ん
。
祭
礼
の
作
法
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ

た
め
に
、
年
長
者
が
手
本
を
見
せ
な
が
ら
何
度

も
練
習
し
ま
す
。

　
５
月
６
日
ま
で
開
催
中
の
歴
史
民
俗
資
料
館
、

土
井
ヶ
浜
遺
跡
・
人
類
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
企

画
展
示
資
料
の
中
に
、
花
神
子
な
ど
の
行
列
や

祭
場
で
の
儀
礼
の
様
子
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る

絵
巻
物
が
あ
り
ま
す
。
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に

描
か
れ
た
で
あ
ろ
う
、
そ
の
絵
巻
物
や
文
献
を

参
考
に
、
多
く
の
儀
礼
が
現
代
ま
で
引
き
継
が

れ
、
さ
ら
に
未
来
へ
と
引
き
継
ぐ
べ
く
、
今
は

写
真
や
映
像
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
衣
装
や
小
道
具
の
数
が
多
く
、
各
神
社
、
各

地
区
で
管
理
・
保
管
し
当
日
を
迎
え
ま
す
。
身

に
ま
と
う
衣
装
は
と
て
も
立
派
で
、
花
神
子
の

衣
装
も
華
や
か
な
も
の
で
す
。
そ
の
古
式
ゆ
か

し
い
衣
装
に
身
を
包
み
、
祭
場
の
土
井
ヶ
浜
ま

で
行
列
を
成
し
、
練
り
歩
き
ま
す
。

【練習風景】
①口上儀礼
②鰤切り
③ホラ貝

③②

①
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祭
り
の
み
ど
こ
ろ

　
浜
出
祭
前
日
に
は
、
神
功
皇
后
神
社
、
田
耕
神
社

で
そ
れ
ぞ
れ
神
事
が
行
わ
れ
、
各
自
治
会
で
は
、
当

日
使
う
鰤
の
受
け
取
り
や
、
沿
道
へ
の
看
板
や
飾
り

の
取
り
付
け
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
、
田
耕
と
神
玉
両
区
間
約
15
㌔（
合
祀
前
は

約
18
㌔
）の
間
を
、
田
耕
神
社
氏
子
を
は
じ
め
、
そ
れ

を
迎
え
る
神
功
皇
后
神
社（
二
ノ
宮
）の
氏
子
、
神
玉

地
区
住
吉
神
社（
一
ノ
宮
）の
氏
子
、
山
田
佐
平
治
組

ら
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
約
400
人
の
大
行
列
が
、
古

式
ゆ
か
し
い
衣
装
に
身
を
包
み
、
土
井
ヶ
浜
の
祭
場

ま
で
練
り
歩
き
ま
す
。

　
三
行
列
が
出
合
う
堀
切
で
の
儀
礼
、
土
井
ヶ
浜
祭

場
に
お
い
て
、
神
事
、
三
座
に
よ
る
行
事
が
古
く
か

ら
の
慣
例
に
従
っ
て
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

◆
行
列
の
内
訳
◆

●
田
耕
側
行
列

田
耕
神
社

★
祭
神
イ
チ
キ
シ
マ
ヒ
メ

田
耕
神
社
氏
子

●
神
玉
側
行
列

神
功
皇
后
神
社(

二
ノ
宮)

★
祭
神
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ

神
功
皇
后
神
社(

二
ノ
宮)

の
氏
子
、

住
吉
神
社(

一
ノ
宮)

の
氏
子

●
山
田
佐
平
治
組

★
行
列
の
案
内
役

辻
ヶ
畑
、
上
野
、
直
子
の
自
治
会

※�

山
田
佐
平
治
が
何
者
か
は
不
明
。

伝
承
で
は
土
地
の
庄
屋
で
あ
っ

た
と
い
わ
れ
る

　地域が誇る伝統文化です。堀切
での出合儀礼の口上など、見どこ
ろがたくさんあります。花神子な
ど華やかな衣装を身にまとった行
列一行をご覧ください。

　７年に１度という大変珍しい
祭りです。人口減少や資金面に
おいて問題は多々ありますが、
地域全員で取り組んでいます。

福冨 太さん

中村久敏さん

田耕神社

【田耕側行列】

大歳社

滝部

堀切
（JA下関 豊北施設団地 敷地内）

音無付近
堀切での出合儀礼後、三行列 は共に土井ヶ
浜祭場に向かう

★当日スケジュール★
  9：00～　田耕神社、神功皇后社　行列出発
11：00～　山田佐平治組出発
12：30～　堀切　出合儀礼
13：15～　堀切出発
15：00～　土井ヶ浜祭場にて座の行事
17：00～　餅まき
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【
田
耕
側
行
列
】

　
田
耕
神
社
か
ら
祭
神
イ
チ
キ
シ
マ
ヒ
メ
の
御
神
体

を
神み

こ
し輿
に
入
れ
、
花
神
子
を
含
め
た
約
150
人
が
行
列

を
な
し
、
出
合
の
場
で
あ
る「
堀
切
」を
目
指
し
ま
す
。

途
中
、
大
歳
社
付
近
の「
音
無
」と
言
わ
れ
る
場
所
を

通
り
ま
す
が
、
こ
の
場
所
を
通
る
時
は
音
を
発
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
大
歳
社
の
男
神
様
が
、
同
じ
男
神

様
の
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
の
と
こ
ろ
に
田
耕
神
社
の
女
神

様
の
イ
チ
キ
シ
マ
ヒ
メ
が
会
い
に
行
か
れ
る
の
に
嫉

妬
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
滝
部
祈
願
所
で
神
事
を
行
っ
た
後
、
堀
切
に
向
か

い
ま
す
。

【
神
玉
側
行
列
】

　
神
功
皇
后
神
社
か
ら
祭
神
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
の
御
神

体
を
神
輿
に
い
れ
、
花
神
子
と
共
に
出
発
し
ま
す
。

土
井
ヶ
浜
の
祭
場
に
神
輿
を
設
置
し
、
途
中
、
一
ノ

宮
の
氏
子
の
行
列
も
加
わ
り
、
約
80
人
で
、
行
列
は

出
合
い
の
場「
堀
切
」を
目
指
し
ま
す
。

【
山
田
佐
平
治
組
】

　
田
耕
側
行
列
を
堀
切
か
ら
土
井
ヶ
浜
の
祭
場
ま
で

行
列
の
先
頭
に
立
ち
、
案
内
す
る
行
列
で
す
。
直
子

自
治
会
館
か
ら
大
宰
領
な
ど
約
30
人
の
行
列
を
組
ん

で「
堀
切
」を
目
指
し
ま
す
。

【
堀
切
】

　
三
行
列
が
集
結
し「
出
合
儀
礼
」が
行
わ
れ
ま
す
。

田
耕
側
・
神
玉
側
・
山
田
佐
平
治
組
が
各
々
の
陣
屋

に
分
か
れ
て
、
双
方
に
よ
る
口
上
儀
礼
が
行
わ
れ
、

終
了
後
、
酒
の
鏡
割
が
行
わ
れ
、
山
伏
な
ど
に
よ
り

見
学
者
に
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。
行
列
は
隊
列
を
組
み

直
し
、
共
に
土
井
ヶ
浜
の
祭
場
を
目
指
し
ま
す
。

　地域の慣例行事となってお
り、大切にしています。現代
も変わらず続く、「口上儀礼」
や「鰤切り」などじっくりとご
覧ください。

【山田佐平治組】

【神玉側行列】

堀切
（JA下関 豊北施設団地 敷地内）

土井ヶ浜祭場
（土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム横広場）

住吉神社

直
のう

子
し

自治会館

堀切での出合儀礼後、三行列 は共に土井ヶ
浜祭場に向かう

浜出祭実行委員長
　國重正一さん

神功皇后神社
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▲浜出祭絵巻（部分）　豊北歴史民俗資料館「太翔館」蔵
　 幕末から明治初期に描かれたと推定される絵巻物

【
土
井
ヶ
浜
祭
場
】

　
堀
切
を
出
発
し
た
行
列
一

同
が
到
着
す
る
と
、
田
耕
神

社
の
神
輿
を
神
功
皇
后
神
社

の
神
輿（
祭
神
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
）

の
隣
に
設
置
し
ま
す
。
浜
出

祭
の
中
心
的
な
儀
礼
は
、
土

井
ヶ
浜
祭
場
で
行
わ
れ
る
数
々

の
儀
礼
で
す
。

　
ま
ず
両
神
社
の
宮
司
を
中

心
と
し
た「
神
官
座
」に
よ
る

神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

次
に「
波
原
座
」、「
岡
林
座
」を
加
え

た
三
座
で
座
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

浜
出
祭
の
一
番
の
見
ど
こ
ろ
で
す
。

　
三
座
の
行
事
が
終
わ
り
、
各
神
社
で

神
遷
し
が
行
わ
れ
る
と
７
年
に
１
度
の

「
浜
出
祭
」が
終
了
し
ま
す
。

◆
三
座
に
よ
る
行
事
◆

【
入
亭
主
新
左
衛
門
挨
拶
】行
事
の
は
じ
ま
り
を
告
げ
る

【
奉
幣
行
事
】田
耕
行
列
の
ご
幣
持
が
持
っ
て
き
た
大
幣
で
各
座
で
祓
う

【
口
上
儀
礼
】神
官
座
・
岡
林
座
・
波
原
座
の
各
座
で
口
上
と
刀
さ
ば
き
の
儀
礼

【
神
子
の
舞
】田
耕
・
二
ノ
宮
両
花
神
子
が
神
官
座
を
左
廻
り
に
一
巡
す
る

【
神
酒
三
献
】神
官
座
の
み
で
行
わ
れ
る
。
三
三
九
度
の
儀
礼
で
、
両
神
様
の
婚

姻
儀
礼
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る

【
魚
据
・
鰤
切
行
事
】浜
出
祭
に
お
け
る
儀
礼
の
う
ち
、
古
式
を
残
し
た
も
の
と
い

わ
れ
、各
座
事
同
時
に
行
わ
れ
る
。
各
座
の
鰤
据
え
役
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
鰤
を
、

田
耕
の
鰤
切
り
役
に
よ
っ
て
、
手
を
使
う
こ
と
な
く
、
鉄
箸
と
包
丁
の
み
で
鰤
を
切
る

【
膳
据
行
事
】鰤
切
り
で
切
っ
た
鰤
を
各
座
ご
と
酒
粕
な
ど
で
味
付
け
し
、
膳
据

え
役
が
膳
に
し
て
各
座
に
運
ぶ

【
直
会
】配
膳
さ
れ
た
鰤
を
食
す

豊北歴史民俗資料館「太翔館」
　館長　吉留 徹 

　浜出祭は、古い祭りの形式を今に伝える希少な祭の一つです。また、「浜出」という
名があるよう、福島県や宮城県、茨城県をはじめとする太平洋沿岸地域にも「ハマオ
リ」「ハマイデ」「オハマサガリ」などとよばれる神輿にのった神々が山間部から海辺部
へ数ケ村にわたって臨幸する「浜下りの神事」があり、「浜出祭」との関連があるかどう
か興味あるところです。
　人集めから儀礼の練習まで、いかに多くの地域の人々が関わり、成り立っているのか、
このお祭りを通して分かります。そこには、このお祭が先祖の人々と邂

かい

逅
こう

し、感謝する場
であると同時に、新しい次の７年に向けて始動するための時間と空間がそこに感じられます。
　まさに祭の原点は人々の大きな力＝「絆」があってはじめて行われるものと確信で
きる場でもあります。
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　７年に一度開催される浜出祭について、その魅力を展示
で紹介しています。
期間　５月６日（日）まで
場所　①豊北歴史民俗資料館 太翔館　
　　　②土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム
料金　①無料、②一般200円、大学生等100円
問太翔館（☎782-1651）
　土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム（☎788-1841）

次
の
世
代
に
向
け
て

　
「
浜
出
祭
」が
次
に
行
わ
れ
る
の
は
７
年
後
で
す
。
過
疎
・
少
子
化
が
進
む
中
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
地
域
の
つ
な
が
り
が
薄
い
と
さ
れ
る

現
代
、
協
力
し
な
が
ら
伝
承
を
今
に
伝
え
る
豊
北
町
の「
浜
出
祭
」か
ら
学
ぶ
こ
と

は
、
祭
り
の
儀
礼
だ
け
で
な
く
、
地
域
共
存
の
糸
口
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

参
考
：
平
成
16
年
度
豊
北
町
歴
史
民
俗
資
料
館
企
画
展

　
　
　
「
カ
オ
・
か
お
・
顔
」浜
出
祭
写
真
展

　
　
　
浜
出
祭
調
査
報
告
書
Ⅰ（
資
料
編
）

私たちも
勉強したよ

！ 滝部小学校６年生は浜出祭について調
べたことを学習発表会で発表しました。

浜
出
祭
に「
将し

ょ
う
が
家
」

役
で
参
加
し
ま
す
！

口
上
を
覚
え
て

発
表
し
ま
し
た
！

皆
さ
ん
、
７
年

に
１
度
の
浜
出

祭
を
見
に
来
て

く
だ
さ
い
ね
！

川島くん 阿立さん 河田くん

交流する神  々-「浜出祭」の原点-

7 平成30年４月号


